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万

治

頃

の
小

説

制

作

事

情

―
―
謡
曲
を
題
材
と
す
る
草
子
群
を
め
ぐ

っ
て
―
―

一

出
版
業
者
が
企
画
を
立
て
、
新
た
な
文
芸
作
品
を
世
に
送
り
出
し
て
ゆ
く
。

・ ‐
川
翻
は

頃 ‐こ
量
】
蠅
村
継
に
わ
れ
嗽
盤
跳
「
雌
Ⅷ
酬
け
膨
婉
は
Ｆ
“

つ ょ
“
瑚
蘭

行
予
定
の
草
子
の
原
稿
を
執
筆
す
る
と
い
う
行
為
及
び
活
動
は
、
出
版
業
者
ら

の
行
な
う
事
業
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
結
び
つ
つ
成
り
立

っ
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
本
稿
で
は
、
具
体
的
に
二
、
三
の
作
品
を
取
り
上
げ
考
察
を
行
な
い
、

そ
の
結
果
を
も
と
に
、
当
時
の
一
般
的
な
小
説
制
作
事
情
を
導
い
て
ゆ
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

な
お
行
論
の
性
格
上
ヽ
文
献
の
引
用
が
多
量
に
及
ぶ
た
め
、
引
用
に
際
し
て

は
原
本
の
仮
名
に
適
宜
漢
字
を
宛
て
、
振
り
仮
名
は
省
略
し
た
。
ま
た
句
点
は

原
本
の
ま
ま
残
し
、
読
点
の
み
私
に
附
し
た
。

二

万
治
三
年
十
月
、
京
の
ひ
し
や
瀬
兵
衛
よ
り
、
『
道
成
寺
物
語
』
な
る
草
子

が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
道
成
寺
縁
起
謂
、
謡
曲

「
道
成
寺
」
と
い
う
二
つ
の
著

り||

岡J

名
な
物
語
世
界
を
取
り
合
わ
せ
た
体
の
小
説
で
あ
る
。
初
板
と
目
さ
れ
る
慶
応

義
塾
大
学
図
書
館
蔵
本
は
三
冊
組
の
絵
入
半
紙
本
で
あ
る
。

「
道
成
寺
物
語
』
は
予
め
三
冊
組
の
草
子
と
し
て
刊
行
す
る
こ
と
を
前
提
と

し
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
ら
し
く
、
そ
の
冊
数
に
合
わ
せ
て
、
実
に
整
然
と
し
た

構
成
が
な
さ
れ
て
い
る
。

〈表
１
〉

『道
成
寺
物
語
』

０

〈
評
論
①
〉

安
珍
鞍
馬
寺
を
発
ち
、
紀
伊
国
牟
婁

郡
に
到
る

０
道
成
寺
縁
起
諄
前
半
部
の
世
界

〈
評
論
②
〉

０
謡
由

「
道
成
寺
」
の
世
界

道
成
寺
縁
起
諄
後
半
部
の
世
界

〈評
論
③
〉

『謡
抄
』

○

周
知
の
如
く
、
道
成
寺
縁
起
謂
は
、
愛
執
の
た
め
蛇
と
化
し
た
女
が
道
成
寺
の

謡
曲

「
道
成
寺
」

○

（昔
物
語
）

○

+
′l≧コヽ

(0)



鐘
も
ろ
と
も
に
恋
慕
の
相
手
を
焼
き
殺
す
事
件
を
説
く
前
半
部
と
、
そ
の
男
女

が
法
華
経
の
功
力
に
よ
り
成
仏
し
た
こ
と
を
伝
え
る
後
半
部
と
か
ら
成

っ
て
い

る
。　
一
方
、
謡
曲

「道
成
寺
」
は
そ
の
縁
起
謂
前
半
部
を
本
説
と
し
、
未
だ
成

仏
し
て
い
な
い
女
を
シ
テ
と
し
て
登
場
さ
せ
る
。
そ
の
た
め
縁
起
謂
の
世
界
を

記
し
了
え
た
後
に
謡
由
の
世
界
に
移
行
す
る
と
い
う
わ
け
に
も
ゆ
か
ず
、
右
の

如
き
筋
が
案
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

〈
表
Ｉ
〉
下
段
に
は
、
物
語
を
叙
述
す
る
際
に
利
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

主
な
資
料
を
示
し
て
お
い
た
。
う
ち

『謡
抄
』
は
我
国
最
初
の
本
格
的
な
謡
曲

注
釈
書
で
、
近
世
初
期
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
謡
曲

「
道
成
寺

」
に
相
当
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
と
も
か
く
と
し
て
、
縁
起
諄
に
相
当
す
る
部

分
の
叙
述
と
そ
の
典
拠
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
詳
し
く
述
べ
て
お
く
必
要
が

あ
ろ
う
。

道
成
寺
縁
起
謂
を
伝
え
る
著
名
な
資
料
に
は
、
『大
日
本
国
法
華
経
験
記
』

『今
昔
物
語
集
』
『
元
亨
釈
書
』
『道
成
寺
縁
起
絵
巻
』、
謡
曲

「
道
成
寺
」
箸
が

あ
り
、
し
か
も
各
資
料
の
間
に
は
少
な
か
ら
ず
内
容
の
異
同
の
あ
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
る
。
中
で
も
主
人
公
の
男
女
の
設
定
に
関
す
る
異
同
は
顕
著
な
異
同

の
一
つ
で
、
本
作
の
典
拠
を
検
索
す
る
上
で
有
効
な
点
と
な
る
。
本
作
で
は
、

鞍
馬
寺
の
沙
門
安
珍
と
、
熊
野
詣
で
の
途
紀
伊
国
牟
婁
郡
に
て
彼
が

一
夜
の
宿

を
借
り
た
家
の
女
主
人
と
が
、
事
件
の
当
事
者
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
前
掲
の
資

料
の
う
ち
こ
の
設
定
と

一
致
す
る
の
は
、
「
元
亨
釈
書
』
巻
第
十
九
、
霊
性
、

「
安
珍
」
の
項
の
記
載
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
両
書
の
一
致
も
そ
の
程
度
の
所

ま
で
で
、
例
え
ば

『
元
亨
釈
書
』
に

「興
■

比
丘
ヽ
詣
二熊
野
山
こ
と
あ
る
の

に
対
し
て
、
本
作
で
は
本
文
に
も
挿
絵
に
も
、
連
れ
ら
し
き
者
は
現
わ
れ
て
こ

な
い
。　
そ
う
し
た
点
ま
で
ヽ
含
め
本
作
の
設
定
と
よ
く

一
致
す
る
の
が
、
『
謡

抄

（道
成
寺
こ

の

「熊
野
詣
」
の
項
の
記
載
な
の
で
あ
る
。

な
お
同
項
末
尾

に
は

「
元
亨
釈
書
ノ
十
九
二
詳
也
」
と
あ
り
、
同
項
の
執
筆
に
際
し

『
元
亨
釈

書
』
が
参
照
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
本
作
を
含
め
三
書
間
の
関
係
が

端
的
に
現
わ
れ
て
い
る
部
分
を
次
に
引
く
。
熊
野
よ
り
下
向
の
途
、
安
珍
が
女

を
裏
切
り
、
去
っ
て
行
く
件
り
で
あ
る
。

『道
成
寺
物
語
』

か
の
宿
の
女
房
は
。
も
は
や
下
向

の
時
分
ぞ
と
思
ひ
。
種
々
の
珍
物

調
へ
て
。
門
の
ほ
と
り
に
立
出
つ

ゝ
。
今
や
遅
し
と
待
ち
居
た
り
。

然
れ
ど
も
安
珍
は
。
か
ね
て
た
ば

か
り
し
事
な
れ
ば
。
い
か
で
か
宿

に
止
ま
る
べ
き
。
か
の
円
を
忍
び

過
ぎ
。
は
や
程
遠
く
ぞ
な
り
に
け

２一
。

『
元
亨
釈
書
』

（安
珍
、
）
経
二婦
家
・而
不
レ入
、
急
奔
過
、
一主
婦
数
一帰
程
ヽ

儲
一供

膳
■

傍
レ門
伺
レ路
、
過
一期
一不
レ至

　

（寛
永
元
年
刊
本
）

ま
た
縁
起
謂
前
半
部
に
相
当
す
る
部
分
に
限
っ
て
は
、
『
謡
抄
』
の
ほ
か
、

謡
曲

「
道
成
寺
」
の
住
僧

（
ワ
キ
）
の
昔
物
語
―
―
但
し
、
奥
州
の
山
伏
と
ま

な
こ
の
荘
司
の
息
女
と
の
間
に
起
こ
っ
た
事
件
と
さ
れ
る
―
―
が
、
も
う

一
つ

の
典
拠
と
し
て
採
ら
れ
、
両
者
の
叙
述
を
折
衷
す
る
形
で
本
文
が
ま
と
め
ら
れ

て
い
る
。
次
に
一
例
を
引
く
。
女
の
化
し
た
蛇
が
安
珍
を
焼
殺
す
る
件
り
で
あ

２つ
。

やがて道『雌莉―こ寺拗嘲庁。こゝ
　一　彼蠅道成『綿鋤庁テ。方々
ヲ尋

『謡
抄
』

（女
）
ヤ
ウ
／
ヽ
下
向
ノ
時
分
ニ

種
々
ノ
用
意
ヲ
シ
テ
。
門
二
出
テ
。

安
珍
ヲ
待
ゾ
。
然

ト
モ
安
珍
下

向
二
。
彼

女
ノ
門
ヲ
忍
過
テ
不
レ

到
也
。

（整
版
中
本
）



や
か
し
こ
と
尋
ぬ
れ
ど
も
。
思
ふ

法
師
は
見
え
ざ
り
け
り
。
か
ゝ
り

け
る
処
に
。
鐘
楼
を
囲
み
置
き
た

る
を
見
付
け
。
世
に
怪
し
げ
に
ま

ほ
り
け
る
が
。
尾
を
以
て
堂
を
叩

き
破
り
。
や
が
て
竜
頭
を
衛
へ
て
。

七
経
ひ
経
ひ
。
瞑
患
の
炎
を
出
し
。

尾
を
以
て
叩
け
ば
。
忽
ち
釣
鐘
よ

り
火
焔
出
て
。
其
鐘
の
熱
き
事
辺

り
に
も
お
り
難
し
。

廻
リ
テ
。
堂
ヲ
囲
タ
ル
フ
見
付
テ
、

尾
ニ
テ
堂
ヲ
叩
キ
破
テ
、
鐘
ヲ
経

ヒ
テ
叩
ケ
バ
、
火
焔
出
テ
ゝ
。
其

鐘
熱
ク
ノ
。
側
へ
寄
デ
レ
ザ
ル
也
。

謡
曲

「
道
成
寺
」

こ
の
寺
に
来
り
、
こ
こ
か
し
こ
を

尋
ね
歩
き
し
が
、
鐘
の
下
り
た
る

処
を
不
審
に
思
ひ
、
竜
頭
を
衛
へ
、

七
纏
ひ
纏
ひ
、
尾
に
て
叩
け
ば
、

鐘
は
即
ち
湯
と
な
り
、
山
伏
も
即

座
に
失
せ
ぬ
。

（日
本
古
典
文
学

全
集

『
謡
曲
集
一こ

〈底
本

―
擬

車
屋
本
》

な
お
細
部
の
表
現
や
挿
絵
に
注
目
す
る
と
、
『
道
成
寺
縁
起
絵
巻
』

等
も

一
部

参
照
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
之
思
わ
れ
る
ふ
し
も
あ
る
が
、
確
証
は
な
い
。

ま
た
本
作
に
は
、
数
多
く
の
挿
話
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
今
、
出
典
を
明
ら

か
に
し
得
た
事
例
を
紹
介
し
て
お
く
と
、
ま
ず
中
冊
の
女
主
人
が
安
珍
を
誘
惑

す
る
場
面
に
、
「
清
き
も
濁
る
習
あ
り
」
と
し
て

『沙
石
集
』
所
収
の
二
話
が

簡
略
化
し
て
引
か
れ
て
い
る
。
巻
第
四

「上
人
子
持
タ
ル
事
」
の
鳩
摩
羅
炎
三

蔵
の
話
と
、
巻
第
七

「無
二嫉
妬
ノ
心
一人
ノ
事
」
の
朝
日
の
阿
閣
梨
の
話
で
あ

る

（日
本
古
典
文
学
大
系

『沙
石
集
』
〈
底
本
―
梵
舜
本
Ｙ
に
拠
る
）。
ま
た
下

冊
の
自
拍
子

（謡
曲

「道
成
寺
」
前
ジ
テ
）
の
舞
の
詞
章
の
中
に
は
、
『謡
抄

（春
日
竜
神
こ

の

「
ス
ハ
八
大
竜
玉
ヨ
」
の
項
の
記
載
が

一
項
残
ら
ず
引
か

れ
て
い
る
。

そ
う
し
た
中
で
も
上
冊
は
さ
ら
に
、
物
語
の
進
展
に
直
接
関
与
し
な
い
種
類

の
記
事
ば
か
り
が
集
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
、
異
彩
を
放

っ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
安
珍
が
鞍
馬
寺
を
発
ち
紀
伊
国
牟
婁
郡
に
到
る
ま
で
の
道
行
文
、
所

々
の
案
内
記
事
、
及
び
い
く
つ
か
の
挿
話
に
よ
り
、
ほ
ぼ

一
冊
が
出
来
上

っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

近
世
を
通
じ
て
根
強
い
人
気
を
誇

っ
た
刊
行
物
の
一
種
に
、
名
所
記

・
地
誌

が
あ
る
。
そ
の
プ
ー
ム
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
中
川
喜
雲
著

『京
童
』
が
刊
行

さ
れ
た
の
は
、
明
暦
四
年
七
月
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
約
二
年
後
に
本

作
は
刊
行
さ
れ
て
い
る
。　
と
す
る
と
当
然
、
『京
童
』
の
人
気
が
本
作
上
冊
の

内
容
に
何
ら
の
影
響
を
及
ぼ
し
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
事
実
、

上
冊
の
挿
絵
に
は

『京
童
』
挿
絵
中
の
図
柄
を
流
用
し
た
例
が
い
く
つ
も
認
め

ら
れ
、
『京
童
』
の
人
気
の
跡
を
追
う
形
で
こ
う
し
た
叙
述
が
な
さ
れ
た
こ
と

を
、
裏
付
け
て
い
る
。　
一
例
を
引
く
。
安
珍
が
鞍
馬
寺
を
発
つ
場
面
の
図
で
あ

る
。
《
図
Ｉ
〉
参
照
）

そ
し
て
こ
こ
で
も
う

一
つ
注
目
す
べ
き
は
、
読
者
の
嗜
好
す
る
記
事
を
ま
と

め
て
掲
載
す
る
た
め
の
器
と
し
て
、　
一
冊
の
本
が
能
動
的
に
利
用
ざ
れ
て
い
る

点
で
あ
る
。
大
い
に
注
目
し
、
記
憶
に
止
め
て
お
く
べ
き
事
例
で
あ
る
。

∧
表
Ｉ
∨
に
も
記
し
て
お
い
た
よ
う
に
、
本
作
の
冒
頭
と
末
尾
、
及
び
縁
起

謂
前
半
部
終
結
後
の
中
冊
末
尾
に
は
、
作
者
の
評
論
ら
し
き
も
の
が
添
え
ら
れ
、

本
作
の
整
然
と
し
た
体
裁
を

一
層
際
立
た
せ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
評
論
も
ま

た
、
本
作
中
の
他
の
部
分
同
様
、
作
者
の
机
辺
に
備
え
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う

手
近
な
資
料
を
利
用
し
て
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
ず
上
冊
冒
頭
の
評
論
ω

は
、
『
可
笑
記
』
巻
第

一
、
第
二
十

一
段
め
の
記

載
よ
り
瓢
窃
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
如
儡
子
著

『
可
笑
記
』
（寛
永
十
九
年
刊
）



〈
図
Ｉ
〉

『道
成
寺
物
語
』
第

一
図

コ
示

童
』

鞍
馬

大
原

嵯
峨
の

釈
迦
堂



は
長
い
間
多
く
の
人
々
に
親
し
ま
れ
た
書
物
で
、
本
作
刊
行
当
時
も
、
万
治
二

年
正
月
に
絵
入
本
が
刊
行
さ
れ
、
翌
三
年
二
月
に
は
浅
井
了
意
の
手
に
な
る
同

書
の
批
評
書

『
可
笑
記
評
判
』
が
刊
行
さ
れ
る
と
い
っ
た
状
況
で
あ
っ
た
。

は
る
ゝ
賢
き
人
、
鬼
神
と
言
は

る
ゝ
武
き
人
も
皆
、
女
に
証
か
さ

れ
し
例
多
し
　

（以
上
、
同
段
全

文
。
寛
永
十
九
年
刊
本
。
但
し
万

治
二
年
刊
本
に
は
傍
線
部
の
語
句

な
し
）

次
に
中
冊
末
尾
の
評
論
②
は
、
『沙
石
集
』
巻
第
七

「妄
執
ニ
ョ
リ
テ
女
蛇

卜
成
ル
事
」
よ
り
瓢
窃
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
『
沙
石
集
」
は
写
本

・
刊
本
両

様
の
形
で
広
く
流
布
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
今
、
本
作
の
依
拠
し

た
本
文
の
系
統
を
厳
密
に
位
置
付
け
る
だ
け
の
準
備
は
な
い
が
、
た
だ
刊
本
に

拠
っ
て
い
な
い
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
『
沙
石
集
』
該
当
項
は

一
説
話
と
評
論

と
い
う
形
を
と
っ
て
お
り
、
本
作
に
も
、
説
話
と
評
論

（
一
部
）
と
が
載
せ
ら

れ
て
い
る
。
次
に
引
く
の
は
そ
の
評
論
の
部
分
で
あ
る
。

為
に
世
を
失
ひ
。
命
を
亡
ぼ
せ
し

人
ハ
ヽ
。
古
へ
今
ま
で
そ
の
例
多

き
中
に
。
殊
に
執
着
深
く
。
恐
ろ

し
く
覚
え
侍
り
し
は
。

『
道
成
寺
物
語
』

誠
に
執
着
愛
念
ほ
ど
。
恐
る
べ
き

物
は
侍
ら
ず
。
生
死
流
転
の
己
み

難
き
も
。
た
ゞ
此
愛
欲
の
な
す
業

な
り
と
。
恐
ろ
し
か
り
し
事
ど
も

な
り
。

そ
し
て
下
冊
末
尾
の
評
論
③
は
、
『
謡
曲

（通
盛
こ

の

「如
我
昔
所
願
、
今

者
己
満
足
、
化

一
切
衆
生
、
皆
令
入
仏
道
」
の
項
の
記
載
よ
り
瓢
窃
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
次
に
そ
の
始
め
の
部
分
を
少
し
引
い
て
お
く
。

卸
願文『『
『
一
『
赫
”
諷
錯
緯
剌
］
。
一　
浦
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『
道
成
寺
物
語
』

夫
れ
涯
欲
の
道
ほ
ど
恐
ろ
し
き
物

は
あ
ら
じ
。
春
の
駒
体
を
破
り
。

夏
の
虫
身
を
焦
す
。

さ
れ
ば
女
の
髪
筋
を
経
れ
る
綱
に

は
０
大
象
も
よ
く
繋
が
れ
。
女
の

履
け
る
足
駄
に
て
作

れ

る
笛

に

は
。
秋
の
鹿
多
く
寄
る
と
ぞ
言
ひ

伝
へ
侍
る
。

一
角
と
い
ひ
し
仙
人
は
。
内
海
外

海
の
竜
神
共
を
捕
へ
て
。
岩
の
中

に
押
し
込
め
し
ほ
ど
の
人
な
れ
ど

も
。
扇
陀
女
と
い
へ
る
美
人
に
身

を
寄
せ
て
。
通
力
を
失
ひ
。

志
賀
寺
の
上
人
は
、
道
心
堅
固
の

聖
な
れ
ど
も
。
京
極
の
御
息
所
に

恋
慕
し
て
。
御
手
の
契
り
に
う
き

名
を
流
し
。

花
山
の
法
王
は
。
十
善
の
御
位
を

振
り
捨
て
ゝ
。
御
遁
世
あ
り
し
だ

に
も
。
乳
母
の
中
務
と
い
ふ
女
房

に
堕
ち
さ
せ
給
ひ
き
。
此
外
女
の

『
可
笑
記
』

昔
人
の
言
へ
る
は
、
さ
れ
ば
涯
欲

の
道
ほ
ど
恐
ろ
し
き
物
は
な
し
、

春
の
駒
体
を
破
り
、
夏
の
虫
身
を

焦
す
、
山
猥
と
い
ふ
け
た
物
は
、

女
の
気
を
嗅
ぎ
て
命
を
省
み
ず

翁
徒
然
草
』
第
九
段
の

一
節
）

又

一
角
と
い
へ
る
通
力
自
在
の
仙

人
さ
へ
、
女
に
心
を
寄
せ
、
通
力

自
在
を
失
へ
り

志
賀
寺
の
上
人
は
、
さ
ば
か
り
の

尊
き
行
者
に
て
お
は
し
け
れ
と
も
、

宇
多
の
后
に
恋
慕
し
て
、
御
手
の

契
り
に
う
き
名
を
流
し

花
山
の
法
王
、
十
善
の
御
位
を
振

り
捨
て
、
御
遁
世
あ
り
し
た
に
、

乳
母
の
中
務
と
い
へ
る
女
房
に
落

給
ひ
に
き
、
此
外
知
恵
才
覚
と
呼

『
沙
石
集
』

執
着
愛
念
ホ
ド
ニ
恐
ル
ベ
キ
事
ナ

シ
。
生
死
ノ
苦
ノ
久
ク
、
流
転
ノ

己
ミ
難
キ
、
只
此
愛
欲
ノ
致
ス
所

ナ
リ
。

（中
略
）
可
レ恐
々
々
。
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以
上
、
本
作
の
作
法
を
吟
味
す
る
に
、
こ
の
作
者
の
行
な
っ
て
い
た
の
は
、

多
く
の
購
読
者
を
獲
得
し
得
る
よ
う
な
内
容
の
原
稿
を
、
刊
行
予
定
の
草
子
の

冊
数
に
応
じ
て
手
早
く
書
き
上
げ
る
作
業
で
あ
っ
た
と
、
理
解
さ
れ
る
の
で
あ

Ｚり
。

三

『
道
成
寺
物
語
』
刊
行
の
五
か
月
前
、
万
治
三
年
五
月
に
は
、
『百
万
物
語
』

な
る
草
子
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
ま
た
謡
由
に
取
材
し
た
小
説
で
あ
る
。

赤
本
文
庫
蔵
の
二
冊
組
の
絵
入
大
本
が
唯

一
の
現
存
本
で
あ
る
が
、
同
本
は
刊

記
よ
り
板
元
名
の
削
り
取
ら
れ
た
後
印
本
で
あ
る
。
な
お
先
学
の
御
論
考
に
、

橋
本
直
紀
氏

「謡
曲
草
子
化
の
一
典
型
―
―

「
百
万
」
と

『
百
万
物
語
』
の
場

合
―
―
」
（
国
文
学
∧
関
西
大
学
と

第
５８
号
、　
昭
和
５６
年
）
が
あ
り
、　
概
括

的
な
論
究
は
同
論
考
に
よ
り
尽
く
さ
れ
て
い
る
。

『
百
万
物
語
』
の
冒
頭
に
は
、
次
の
如
き
序
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

夫
れ
諸
仏
菩
薩
の
御
慈
悲
は
。
平
等
に
し
て
普
し
と
雖
も
。
殊
に
勝
れ
て

有
難
藤
は
。
黍
く
も
三
界
の
教
主
釈
迦
如
来
。
衆
生
を
深
く
憐
み
給
ひ
て
。

或
ひ
は
神
と
迩
を
重
れ
。
又
は
親

，と
な
り
子
と
生
ま
れ
。
色
／
ヽ
の
方
便

を
以
て
。
衆
生
に
縁
を
結
び
給
ひ
■
樹
―こ―
樹
果
ｄ
コ
∃
引
洲
翻
劇
ｏ

謡
曲

「百
万
」
の
主
題
を
幾
分
推
し
拡
げ
た
体
の
も
の
で
あ
る
。
、そ
し
て
こ
の

序
の
記
述
と
連
繋
す
る
形
で
、
物
語
の
方
も
そ
の
首
尾
が
整
え
ら
れ
て
い
る
。

生
き
別
れ
に
な
っ
て
い
た
百
万
母
子
が
、
嵯
峨
野
の
寺

（清
涼
寺
）
の
大
念

仏
に
行
き
合
わ
せ
、
再
会
を
遂
げ
る
、
と
い
う
の
が
謡
曲

「
百
万
」
の
首
尾
で

あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て

「
百
万
物
語
』
の
方
は
、
奈
良
に
住
ん
で
い
た
百
万
の

家
庭
が
崩
壊
し
て
ゆ
く
と
こ
ろ
か
ら
叙
べ
始
め
ら
れ
る
。
そ
れ
よ
り
大
念
仏
の

場
に
到
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
謡
曲

「百
万
」
の
登
場
人
物
ら
の
語
る

と
こ
ろ
も
あ
り
、
本
作
の
叙
述
も

一
応
そ
れ
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

中
に
は
、
同
趣
の
女
物
狂
の
謡
曲

「
三
井
寺
」
の
内
容
の

一
部
を
援
用
し
て
記

さ
れ
た
件
り
も
見
受
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
百
万
の
夫
の
死
に
次
い
で
、
出

奔
し
た

一
子
藤
若

（「百
万
」
に
こ
の
名
な
し
。
コ
一井
寺
」
で
は
千
満
）
が
西

大
寺
の
住
僧

（同
、
三
井
寺
の
住
僧
）
と
師
弟
の
契
り
を
な
す
件
り
が
記
さ
れ
、

そ
の
後
、
橋
本
氏
の
御
指
摘
の
如
く
、
百
万

（同
、　
千
満
の
母
）
が
春
日
社

（同
、
三
井
寺
）
に
参
籠
し
、
「本
地
大
聖
釈
迦
如
来
」
た
る
明
神

（同
、
観
世

音
）
よ
り
、
子
に
逢
い
た
く
ば
嵯
峨
野
の
寺

（同
、
三
井
寺
）
に
参
る
べ
し
と

の
夢
告
を
蒙
る
件
り
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
前
掲
の
序
の
傍
線
部
０
は

こ
の
春
日
明
神
の
こ
と
を
指
す
。

一
方
、
物
語
の
末
尾
に
は
、
序
の
傍
線
部
②
に
相
応
ず
る
次
の

一
件
が
書
き

添
え
ら
れ
、　
一
篇
が
結
ば
れ
て
い
る
。

去
程
に
百
万
は
。
藤
若
丸
を
誘
ひ
つ
ゝ
。
嵯
峨
野
の
寺
を
立
出
て
。
奈
良

の
故
郷
に
帰
り
し
が
。
夢
の
う
き
世
を
驚
き
て
。
翠
の
髪
を
剃
り
落
と
し
。

夫
の
菩
提
を
弔
ひ
け
り
。
有
難
か
り
し
事
ど
も
な
り
。

こ
う
し
た
首
尾
の
整
備
と
と
も
に
、
謡
曲

「百
万
」
と
重
な
る
大
念
仏
の
場

で
は
、
場
面
の
整
理
、
筋
の
緊
密
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
こ
こ
で
は
、

母
子
再
会
の
場
面
の
高
潮
度
を

一
段
と
高
め
る
べ
く
行
な
わ
れ
た

一
連
の
改
変

作
業
に
つ
い
て
、
や
や
詳
し
く
述
べ
る
。
次
に
謡
曲

「百
万
」
の
構
成
を
略
述

す
る
。



０
百
万
の
一
子

（子
方
）
と
そ
の
同
伴
者

（
ワ
キ
）
が
登
場
す
る
。

②
所
の
男

（
ア
イ
）
の
唱
え
る
念
仏
に
誘
わ
れ
、
狂
女

（
シ
テ
）
が
登
場
し
、

歌
念
仏
な
ど
を
披
露
す
る
。

③
子
は
狂
女
が
母
百
万
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
そ
し
て
そ
の
子
の
依
頼
に

よ
り
、
同
伴
者
が
百
万
に
こ
と
ば
を
か
け
る
。
但
し
、
依
頼
に
従
い
、
子

が
そ
こ
に
居
る
こ
と
は
伏
せ
ら
れ
る
。
　
　
　

．

０
百
万
は
一
子
と
の
再
会
を
祈
念
し
、
本
尊
の
釈
迦
像
に
法
楽
の
舞
を
捧
げ

２
つ
。
　
　
¨

０
同
伴
者
が
百
万
に

一
子
の
こ
と
を
打
ち
明
け
、
再
会
が
遂
げ
ら
れ
る
。

『
百
万
物
語
』
で
は
、
ま
ず

「百
万
」
０
の
、
子
が
母
に
気
づ
く
件
り
が
抹
消

さ
れ
、
続
い
て
百
万
に
こ
と
ば
を
か
け
る
者
が
、
子
の
同
伴
者
か
ら
不
特
定
の

参
詣
者
に
さ
し
替
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
藤
若
は
未
だ
母
に
気
づ
か
ず
、

西
大
寺
の
住
僧
と
と
Ｌ
に
参
詣
の
群
衆
の
中
に
い
る
と
い
う
、
「百
万
」
と
は

別
の
状
況
が
こ
こ
に
設
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
や
が
て
そ
の
状
況
は
、
百
万
が

法
楽
の
舞
を
舞
い
了
え
た
直
後
、
住
僧
が
藤
若
の
手
を
引
き
百
万
の
面
前
に
立

ち
現
わ
れ
る
と
い
う
形
で
、　
一
息
に
打
ち
破
ら
れ
る
。
す
ぐ
さ
ま
住
僧
は
百
万

に
語
り
か
け
、
こ
と
ば
を
交
ゎ
す
。
し
か
し
こ
こ
で
も
ま
た

「
百
万
」
０
に
反

し
、
次
の
如
き
藤
若
の
姿
が
描
き
出
さ
れ
、
高
潮
の
度
合
が

一
層
高
め
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

児
は
余
り
に
耐
え
か
ね
て
。
す
る
／
ヽ
と
走
り
寄
り
、
狂
女
の
袂
に
取
り

付
き
て
、
こ
れ
こ
そ
御
身
の
尋
ね
給
ふ
。
藤
若
丸
に
て
候
ぞ
や
。
あ
ら
懐

か
し
の
母
御
や
と
。
袖
を
顔
に
押
し
当
て
ゝ
。
さ
め
／
ヽ
と
こ
そ
泣
き
に

け
れ
。

お
お
よ
そ
本
作
の
物
語
は
、
著
名
な
謡
曲

「
百
万
」
か
ら
即
か
ず
離
れ
ず
と

い
っ
た
と
こ
ろ
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
そ
の
設
定
は
、
今
述
べ
た
よ
う

な
周
到
な
再
編
作
業
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
れ
ら
一
連
の
作
業
は
作

者
の
意
図
的
な
所
為
に
は
か
な
ら
ず
、
そ
こ
に
読
者
の
嗜
好
に
関
す
る
分
析
と
、

ぞ
れ
に
基
づ
く
配
慮
の
な
さ
れ
た
跡
を
、
窺
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

本
作
の
場
合
、
「道
成
寺
物
語
』
ほ
ど
整
然
と
し
た
構
成
が
と
ら
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
上
下
冊
の
切
れ
日
前
後
の
叙
述
に
注
目
す
る
と
、

執
筆
に
際
し
、
刊
行
予
定
の
草
子
の
冊
数
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が
確

認
さ
れ
る
。　
そ
の
辺
り
、　
謡
曲

「百
万
」
に
拠
り
、
あ
る
参
詣
者

（「百
万
」

で
は
子
の
同
伴
者
）
と
百
万
と
の
対
話
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
上
冊

末
尾
近
く
に
な
る
と
典
拠
か
ら
離
れ
ヽ
百
万
が
愁
嘆
す
る
件
り

（上
冊
末
尾
〉

と
、
愁
嘆
か
ら
立
ち
直
り
、
祈
り
へ
と
向
か
う
件
り
（下
冊
冒
頭
）
と
が
設
け
ら

れ
て
い
る
。
次
に
そ
の
件
り
を
引
く
。
謡
曲

「百
万
」
の
一
詞
章
が
重
複
し
て

用
い
ら
れ
て
い
る
傍
線
部
０
と
①
の
間
が
、
該
当
箇
所
で
あ
る
。
ち
な
み
に
こ

の
部
分
を
取
り
除
く
と
、
元
の
滞
り
の
な
い
対
話
滋
復
元
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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ン
子
と
説
き
給
へ
ば
。
恐
れ
な
が
ら
も
自
ら
も
。

＜
翻
矧
引
洲
創
測
日
Ч
刻
一
剣
婦
劉
剣
用
引
引
ｏ

此
御
仏
に
頼
み
を
か
け
。
　
　
　
∧
表
Π
′∨

（謡
曲
詞
章
と
の
対
照
に
は
、
日
本
古
典
文
学
全
集

『謡
曲
集
』
を
用
い

た
。　
う
ち

「
百
万
」
は
∧
底
本
―
寛
永
卯
月
本
〉。

な
お
実
線
は
一
致
、

点
線
は
類
似
を
示
す
）

傍
線
部
０
は
謡
曲

「
清
経
」
に
、
０
０
は

「
三
井
寺
」
に
拠
る
。
０
は
常
套
句

で
あ
る
が

「俊
寛
」
に
も
見
え
て
い
る
。
ま
た
い
は

「
百
万
」
の
詞
章
な
が
ら
、

元
は
も
う
少
し
後
方
に
位
置
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

元
々
謡
曲

「
百
万
」
の
対
話
中
に
切
れ
目
ら
し
き
所
は
な
く
、
右
の
如
き
細

工
に
よ
り
、
こ
こ
に
わ
ざ
わ
ざ
区
切
り
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
こ
の
区
切
り
の
持
つ
意
味
は
重
く
、
お
そ
ら
く
は
、
二
冊
組
の
草
子

の
叙
述
内
容
を
ど
の
よ
う
に
構
成
す
べ
き
か
と
い
う

一
篇
全
体
の
構
想
と
結
び

つ
い
た
と
こ
ろ
で
、
設
け
ら
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で

「道
成
寺
物
語
』
同
様
、
本
作
に
も
挿
話
、
物
尽
し
、
道
行
文
等

の
記
事
が
豊
富
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
挿
話
に
つ
い
て
言
う
と
、
仏

教
関
係
の
話
種
が
圧
倒
的
に
多
く
、
し
か
も
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
百
万
の
日
か
ら

語
り
出
さ
れ
る
仕
組
み
に
な

っ
て
い
る
。
例
え
ば
能

「
百
万
」
の
見
せ
場
の

一

つ
で
あ
っ
た
歌
念
仏
の
場
面
を
本
作
で
見
る
と
、
百
万
が
歌
念
仏
に
続
け
て
鵬

鵡
成
仏
の
話
を
説
き
、
さ
ら
に
は
地
獄
の
あ
り
さ
ま
ま
で
語
り
出
す
、
と
い
っ

た
ふ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
。

同
じ
く
能

「
百
万
」
の
最
高
の
見
せ
場
で
あ
っ
た
法
楽
の
舞
の
詞
章

（二
段

グ
セ
）
も
、
次
表
の
如
く
増
補
さ
れ
て
い
る
。
但
し
こ
ち
ら
の
方
の
規
模
は
破

格
で
、
下
冊
の
本
文
八
丁
半
の
う
ち
約
七
丁
分
を
こ
の
舞
の
詞
章
が
占
め
て
い

Ｚり
。

こ
の
う
ち
、
五
丁
半
程
度
を
占
め
る
釈
迦

一
代
記
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
る
。

本
語
は
、
謡
曲

「百
万
」
に
拠
る

（傍
線
部
）
次
の
文
辞
を
承
け
て
始
ま
り
、

（上
略
）
測
醐
翻
測
引
刻
副
ヨ
洲
「
，仏
ぞ
床
勝
な
”
け
な
劃
刹
ｄ
引
洲
‐ゝ

ぶ
劃
引
「
Л
劇
洲
剥
釧
側
倒
利
川
副
刊
∃
ヨ
倒
洲
副
調
劇
Ｊ
到
ヨ
淵
矧
到
例
あ
さ
ま
し

き
ｏ
選
０
間
を
晴
”
ざ
ん
ど
で
ｏ
刻
司
目
日
劉
翻
「

一
‐
∃
到
ｑ
測
引
給
ふ
。

対
翻
回
倒
コ
引
、
日
創
矧
目
σ
作
と
か
や
ｏ

釈
迦

一
代
の
事
跡
に
つ
い
て
叙
べ
た
後
、

其
後
、
此
栴
檀
の
仏
像
。
震
旦
よ
り
我
朝
に
渡
り
給
ふ
。

と
結
ば
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
嵯
峨
野
の
寺
の
本
尊
の
出
来
を
説
く
と
い
う

形
式
で
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
て
そ
の
叙
述
内
容
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
大
方
の
と
こ
ろ
は
、
橋
本
氏
の

述
べ
ら
れ
た
通
り
、
「
釈
迦

（の
本
地
、
筆
者
補
と

も
し
く
は
そ
れ
に
類
す

る
も
の
を
用
い
て
、
言
わ
ば
釈
迦

一
代
記
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
の
体
」
に
作
っ

た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
一
件
、
『謡
抄

（百
万
と

に
拠
り
記
さ

れ
た
記
事
の
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
前
掲
の
本
話
導
入
部
に
も
採
ら
れ
て

い
る

「
毘
首
翔
磨
ガ
ツ
ク
リ
シ
赤
栴
檀
ノ
尊
容
」
と
い
う
詞
章
に
対
す
る
注
釈

謡
曲

「
百
万
」
の
舞

ａ
百
万
の
身
の
上

ｂ
奈
良
か
ら
嵯
峨
野
の
寺
に
到
る
ま
で

の
足
取
り

ｃ
寺
か
ら
見
た
四
方
の
景
色

ａ
寺
の
本
尊
の
由
来

ｃ
安
居
の
御
法
、
そ
の
他

『
百
万
物
語
』
の
舞

（舞
の
外
―
道
行
文
）

陥
瞬
隆
膠

ω
同
上

―
』
牌

↓
②
同
上

釈
迦

一
代
記

（増
補
）



の
記
載
が
出
典
で
、
そ
の
内
容
は
お
よ
そ
次
の
如
く
で
あ
る
。
―
―
正
覚
を
得

た
釈
迦
は
、　
母
摩
耶
夫
人
の
た
め
切
利
天
に
昇
り
、
法
を
説
く

（安
居
の
御

法
）。
　
一
方
、　
地
上
に
残
さ
れ
た
者
た
ち
は
釈
迦
の
不
在
を
大
い
に
嘆
く
が
、

そ
の
時
、
毘
首
翔
磨
な
る
天
工
が
天
降
り
、
釈
迦
の
像
を
造
る
。
以
上
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
前
述
の
如
き
形
式
と
相
応
ず
る
形
で
、
釈
迦
像
の
由
来
が
書
き
込
ま

れ
て
い
る
の
で
あ
る
．
次
に
そ
の
始
め
と
終
わ
り
の
部
分
を
引
く
。
な
お
該
当

箇
所
の
前
後
は
、
『宝
物
集
』
の
二
つ
の
記
事
を
以
て
整
え
ら
れ
て
い
る
。

『
百
万
物
語
』

そ
れ
よ
り
か
の
石
の
上
に
し
て
。

座
禅
の
功
を
積
み
給
ひ
。
十
二
月

八
日
の
明
星
を
見
給
ひ
て
。
諸
法

実
相
の
理
を
悟
り
給
ひ
て
よ
り
。

三
界
の
導
師
。
釈
迦
牟
尼
仏
と
成

り
給
ふ
。

其
後
本
国
摩
迦
陀
国
。
父
の
御
許

に
帰
ら
せ
給
ひ
。
浄
飯
王
の
為
に
。

観
仏
三
昧
。
経
を
説
き
給
ふ
。
其

説
法
の
時
。
御
母
摩
耶
夫
人
の
為

に
。
初
利
天
に
昇
り
。
説
法
せ
ん

と
思
召
た
り
。

（露

）

こ
れ
に
よ
っ
て
、
優
填
王
と
申
せ

し
は
。
赤
栴
檀
を
以
て
。
仏
像
を

造
ら
ん
と
し
給
ふ
に
。
毘
首
翔
磨

『宝
物
集
』

十
九
に
て
出
家
し
給
ひ
、
十
二
年

の
間
、
難
行
苦
行
の
功
を
積
み
、

十
二
月
八
日
に
。
明
星
を
見
給
ひ

て
、
諸
法
実
相
の
理
を
悟
り
給
ひ

て
よ
り
後
、
三
界
の
導
師
と
成
り

給
へ
る
也
　
（寛
永
二
十
年
刊
本
）

『
謡
抄
』

釈
尊
ノ
本
国
迦
毘
羅
衛
国
卜
云
。

父
ノ
城
二
行
。
父
浄
飯
王
ノ
為
二
、

観
仏
三
昧
経
ヲ
説
給
フ
。
其
説
法

ノ
時
。
母
摩
耶
天
人
ノ
為
二
。
初

利
天
二
昇
り
、
説
法
セ
ン
ト
思
召

タ
リ
。（中

略
）

依
レ之
、
優
瞑
王
卜
申
セ
シ
ハ
。

赤
栴
檀
ヲ
以
テ
。
仏
像
ヲ
造
ラ
ン

ト
シ
給
フ
、
此
時
、
毘
首
翔
磨
ト

と
云
。
天
人
の
大
工
降
り
て
。
仏

の
御
か
た
ち
を
造
り
て
。

国
王
大
臣
拝
み
給
ふ
。
扱

一
夏
九

十
日
過
ぎ
て
。
仏
天
竺
へ
帰
り
給

ふ
時
。
造
れ
る
所
の
梅
檀
の
仏
。

金
銀
水
精
の
階
の
許
ま
で
。
御
迎

ひ
に
参
り
給
ひ
た
り
け
れ
ば
。
釈

尊
の
給
は
く
。
我
は
八
十
年
の
化

縁
尽
き
て
。
涅
槃
に
入
る
べ
き
な

り
。
栴
檀
の
仏
は
。
末
代
の
衆
生

を
。
利
益
し
給
ふ
べ
き
な
り
と
て
。

御
先
に
立
て
ゝ
帰
り
給
ふ
。

云
。
天
人
ノ
大
工
降
テ
。
仏
ノ
御

像
フ
作
レ
リ
。

「宝
物
集
』

（優
填
王
が
そ
の
像
を
）
拝
み
給

ふ
に
、　
一
夏
九
十
日
果
て
ゝ
、
天

竺
へ
帰
り
給
ふ
時
、
栴
檀
の
仏
、

金
銀
水
精
の
階
の
許
ま
て
、
御
迎

ひ
に
参
り
給
ひ
た
り
け
れ
は
、
仏

宜
は
く
、
我
は
八
十
年
の
化
縁
尽

き
て
、
涅
幹
に
入
へ
き
な
り
、
栴

檀
の
仏
は
、
末
代
の
衆
生
を
利
益

し
給
ふ
へ
き
な
り
と
て
、
御
先
に

立
て
ゝ
帰
り
給
ひ
き

謡
曲

「
百
万
」

よ
く
よ
く
物
を
案
ず
る
に
、
／
ヽ
、

か
の
御
本
尊
は
本
よ
り
も
、
衆
生

の
為
の
父
な
れ
ば
、
母
諸
共
に
廻

り
逢
ふ
、
法
の
力
ぞ
あ
り
が
た
き

ま
た

『謡
抄
』
『
宝
物
集
』
の
両
書
は
、
本
作
の
他
の
部
分
に
も
用
い
ら
れ

て
お
り
、
こ
の
一
代
記
が
後
補
に
よ
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。

ま
ず

『謡
抄
』
の
利
用
例
を

一
つ
引
い
て
お
く
。
再
会
を
遂
げ
た
際
の
百
万
の

こ
と
ば
で
あ
る
。

『
百
万
物
語
』

情
物
を
案
す
る
に
。　
一
切
衆
王
皆

是
吾
子
と
。
御
経
に
説
き
給
へ
ば
。

釈
尊
は
本
よ
り
も
。
衆
生
の
為
の

父
な
れ
ば
。
母
諸
共
に
廻
り
逢
ふ

も
。
此
御
本
尊
の
利
生
ぞ
と
。
歓

喜
の
涙
抑
へ
難
し
。

『謡
抄

（百
万
と



法
ノ
カ
ゾ
有
ガ
タ
キ
　

（上
略
）
法
華
ニ
モ
釈
迦
ヲ
、
我
亦
為
世
夫
卜
説
。

一
切
衆
生
皆
是
吾
子
ト
イ
ヘ
ル
詞
ヲ
。
踏
マ
ヘ
テ
イ
ヘ
ル
謡
ノ
後
先
ト

見
エ
タ
リ
。

次
に

『宝
物
集
』
の
利
用
例
を

一
つ
引
い
て
お
く
。
百
万
が
地
獄
の
あ
り
さ
ま

を
語
る
件
り
で
あ
る
が
、
次
に
引
く
の
は
そ
の
う
ち
の
ご
く

一
部
で
あ
る
。

四

万
治
期
を
中
心
に
、
謡
由
を
題
材
と
す
る
草
子
数
篤
が
複
数
の
板
元
よ
り
次

々
と
刊
行
さ
れ
る
、
と
い
う
現
象
が
起
こ
っ
て
い
る
。
前
に
取
り
上
げ
た
二
篇

も
、
こ
の
現
象
の
内
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
京
板
が
現
存
し
、
初
板
の
刊
行

時
期
を
ほ
ぼ
確
定
す
る
こ
と
の
で
き
る
作
品
が
、
前
二
篇
を
含
め
て
四
篇
、

万
治
二
年
十
二
月
　
『松
風
村
雨
』
二
冊

（尾
崎
七
良
右
衛
門
板
）

万
治
三
年
五
月
　
　
『百
万
物
語
』
二
冊

（板
元
不
詳
）

同
年
　
　
七
月
　
　
『小
町
歌
あ
ら
そ
ひ
』
二
冊

（野
田
弥
兵
衛
板
）

同
年
　
　
十
月
　
　
『
道
成
寺
物
語
』
三
冊

（ひ
し
や
瀬
兵
衛
板
）

そ
の
ほ
か
、
寛
文
頃
刊
の
江
戸
板
が
現
存
す
る
の
み
な
が
ら
、
京
板
の
書
籍
目

録
の
記
載
に
よ
り
、
江
戸
板
に
先
行
す
る
京
板
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
も
の
と
推

定
さ
れ
る
作
品
に
、
『熊
野
物
語
』
『花
子
も
の
ぐ
る
ひ
』
『恋
の
舟
橋
』
等
が

成
祀
。
各
篇
の
書
籍
目
録
所
載
状
況
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

●

『
翻
書
籍
目
録
』

（寛
文
六
年
頃
刊
）
に
初
出
―
上
『松
風
村
雨
』
『
熊
野

物
語
』

●

『
講
書
籍
目
録
』

（寛
文
十
年
刊
）
に
初
出
―
―
『
百
万
物
語
』
『小
町
歌

あ
ら
そ
ひ
』
『
道
成
寺
物
語
』
「
鯛
「
劇
Ⅵ
り
卿
出

コ
別
粕
硼
国

但
し

『
翻
書
籍
目
録
』
に
は
遺
漏
が
多
い
た
め
、
そ
の
所
載
の
有
無
に
よ
り
刊

行
時
期
の
上
限
を
定
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

小
規
模
な
が
ら

一
つ
の
流
行
現
象
の
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
お
そ
ら
く

は
、
こ
れ
ら
の
草
子
の
刊
行
を
め
ぐ
っ
て
複
数
の
板
元
の
間
で
、
先
行
作
の
跡
を

追
う
と
い
う
行
為
が
続
け
ざ
ま
に
行
な
わ
れ
た
も
の
と
、
想
像
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
そ
し
て
そ
の

一
証
を

『花
子
も
の
ぐ
る
ひ
』
の
中
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

『百
万
物
語
』

天
に
仰
げ
ば
剣
の
林
眼
を
破
る
。

地
に
俯
け
ば
猛
火
燃
え
出
て
日
に

入
る
。
泣
か
ん
と
す
れ
ど
涙
落
ち

ず
、
叫
ば
ん
と
す
れ
ど
も
声
出
ず
。

須
興
剰
那
の
程
も
。
心
を
休
む
る

暇
な
し
。

『宝
物
集
』

天
に
仰
け
は
剣
の
林
葉
落
ち
て
眼

を
破
る
、
地
に
俯
け
は
猛
火
燃
え

出
て
口
に
入
、
泣
か
ん
と
す
れ
と

潤
落
ち
す
、
叫
は
ん
と
す
れ
と
も

声
出
す
、
須
興
刹
那
の
程
も
、
心

を
休
む
る
暇
な
し

以
上
の
点
か
ら
、
こ
の
釈
迦

一
代
記
は
、
「
百
万
物
語
』
の
下
冊
に
法
楽
の

舞
の
詞
章
と
し
て
載
せ
る
べ
く
、
新
た
に
編
み
直
さ
れ
た
も
の
だ
と
判
断
し
て
、

ま
ず
間
違
い
な
い
。
ま
た
今
あ
る
上

。
下
冊
の
構
成
が
、　
一
篇
全
体
の
構
想
に

基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
と
す
る

と
、
こ
の
種
の
挿
話
的
記
事
を
扱
う
際
し
ば
し
ば
説
か
れ
る
、
量
の
水
増
し
と

い
っ
た
帳
尻
合
わ
せ
的
な
作
業
を
こ
こ
に
想
定
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
そ
れ
ど

こ
ろ
か
反
対
に
、
『
道
成
寺
物
語
』
上
冊
を
作
り
出
し
た
の
と
同
種
の
能
動
的

作
業
が
こ
こ
で
も
行
な
わ
れ
て
い
た
と
見
る
の
が
、
妥
当
な
見
方
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
下
冊
と
い
う

一
冊
の
本
の
た
め
に
、
百
万
の
物
語
と

は
別
に
、
も
う

一
つ
魅
力
あ
る
物
語
が
用
意
さ
れ
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
釈

迦
の
物
語
が
当
時
の
読
者
に
と
っ
て
も
な
お
魅
力
的
な
対
象
で
あ
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
は
、
改
め
て
述
べ
る
ま
で
も
あ
る
ま
い
。



『花
子
も
の
ぐ
る
ひ
』
は
謡
曲

「
班
女
」
を
題
材
と
し
て
著
わ
さ
れ
た
小
説

で
あ
る
。
ま
ず
謡
曲

「
班
女
」
の
構
成
を
略
述
す
る
。

∧
前
場
∨

ω
美
濃
国
野
上
宿
の
長
者

（
ア
イ
）
が
、
遊
女
班
女
と
吉
田
少
将
と
の
恋
の

一
件
と
、
別
離
後
の
班
女
の
様
子
に
つ
い
て
し
ゃ
べ
り
、
班
女
に
追
放
を

言
い
渡
す
。

②
班
女

（
シ
テ
）
が
野
上
を
発
ち
、
京
に
向
か
う
。

∧
後
場
∨

０
吉
田
少
将

（
ワ
キ
）
と
従
者

（
ワ
キ
連
）
が
、
自
河
よ
り
野
上
を
経
て
帰

京
。
純
の
森
に
行
く
。

田衛教歳卿れは副数い淵”嚇律『ゎれる。

０
班
女
は
愁
嘆
し
、
舞
を
舞
う
。

０
吉
田
少
将
と
班
女
と
が
再
会
を
遂
げ
る
。

こ
れ
に
対
し
て

『花
子
も
の
ぐ
る
ひ
』
で
は
、
物
語
と
し
て
の
首
尾
、
体
裁
を

整
え
る
べ
く
、
二
つ
の
事
柄
が
書
き
足
さ
れ
て
い
る
。　
一
つ
は
吉
田
少
将
と
班

女
と
の
恋
の
一
件
で
あ
る
。
も
う

一
つ
は
前
場
②
で
退
い
て
よ
り
後
場
②
に
現

れ
る
ま
で
の
班
女
の
足
取
り
に
つ
い
て
で
、
ち
ょ
う
ど

「
百
万
」
の
中
入
に
相

当
す
る
箇
所
に
、
次
の
三
つ
の
件
り
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

０
班
女
が
上
京
す
る

（道
行
文
）。

０
京
市
中
に
て
京
童
と
こ
と
ば
を
交
わ
し
、
京
の
名
所
の
名
を
連
ね
た
舞
を

舞
う
。

０
純
の
里
に
て
里
人
と
こ
と
ば
を
交
わ
し
、
謡
曲

「花
筐
」
の
物
語
を
語
る
。

こ
の
う
ち
０
９
は
、
い
ず
れ
も
後
場
０
１
０
の
如
き
謡
由
の
定
型
を
踏
襲
し

て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
舞
や
語
り
の
形
式
を
借
り
て
挿
話
等
を
積
極
的
に

掲
載
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
こ
の
姿
勢
は
、　
既
述
の

『
道
成
寺
物
語
』
『
百
万
物

語
』
に
も
認
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
中
で
も
本
作
と

『百
万
物
語
』
の

関
係
は
よ
り
深
く
、
そ
の
類
似
は
文
辞
の
面
に
ま
で
及
ぶ
。
次
に
そ
の
例
を
二

つ
引
く
。
ま
ず
０
の
う
ち
、
京
童
が
班
女
に
問
い
か
け
る
件
り
で
あ
る
。

『花
子
も
の
ぐ
る
ひ
』

狂
ひ
廻
り
け
る
程
に
。
京
童
は
集

ま
り
て
。
こ
は
珍
し
き
物
狂
か
な
。

見
れ
ば
容
顔
い
つ
く
し
く
。
姿
形

も
尋
常
な
る
か
。
何
と
て
心
乱
る

ら
ん
。
い
た
は
し
さ
よ
と
ぞ
申
け

２一
。

班
女
此
由
聞
く
よ
り
も
。
さ
れ
ば

こ
そ
と
よ
都
人
。
わ
ら
は
ゝ
憂
き

目
に
逢
坂
の
。
関
の
東
の
者
な
る

が
。

（以
下
、
身
の
上
を
語
る
）

『
百
万
物
語
』

さ
も
面
白
く
狂
ひ
け
れ
ば
。
参
詣

の
貴
賤
群
衆
。
こ
れ
は
不
思
議
の

狂
女
か
な
。
そ
の
様
と
で
も
卑
し

か
ら
ず
、
い
づ
く
い
か
な
る
里
人

の
。
何
故
か
や
う
に
狂
ふ
ら
ん
。

狂
女
答
へ
て
申
や
う
。
さ
れ
ば
こ

そ
と
よ
都
人
。
こ
れ
は
和
州
奈
良

の
里
に
。
百
万
と
申
も
の
な
る
が
。

（以
下
、
身
の
上
を
語
る
）

謡
曲

「百
万
」

‘
ィ
い
か
に
こ
れ
な
る
狂
女
、
お
こ
と
の
国
里
は
い
づ
く
の
者
ぞ
。

と
，

こ
れ
は
奈
良
の
都
に
百
万
と
申
す
者
に
て
候
。

ヮ
キ

そ
れ
は
何
故
狂
人
と
は
な
り
た
る
ぞ
。

と
ァ
夫
に
は
死
し
て
別
れ
、
た
だ

一
人
あ
る
忘
れ
形
見
の
み
ど
り
子
に
生

き
て
離
れ
て
候
ふ
ほ
ど
に
、
思
ひ
が
乱
れ
て
候
。

次
も
同
じ
く
④
よ
り
。
別
の
京
童
が
ま
た
班
女
に
こ
と
ば
を
か
け
て
く
る
。
そ

の
こ
と
ば
に
乗
せ
ら
れ
て
班
女
が
舞
を
舞
わ
ん
と
言
う
件
り
で
あ
る
。
そ
し
て

こ
こ
で
は
舞
の
詞
章
ま
で
も
、
京
の
名
所
の
名
を
連
ね
た
同
趣
の
も
の
と
な
っ



て
い
る
。『花

子
も
の
ぐ
る
ひ
』

班
女
い
よ
／
ヽ
心
浮
か
れ
て
。
持

ち
た
る
一扇
を
差
し
蒻
し
。
嬉
し
の

人
の
言
ひ
事
や
。
恋
し
き
君
を
都

辺
の
。
名
所
′
ヽ
を
言
の
葉
に
連

ね
て
舞
を
舞
ふ
べ
し
と
。

（舞
―
京
市
中
か
ら
の
眺
望
）

謡
曲

「
百
万
」

と
ァ
う
れ
し
き
人
の
言
葉
か
な
、
そ
れ
に
つ
き
て
も
身
を
砕
き
、
法
楽
の

舞
を
舞
ふ
べ
き
な
り
。
囃
し
て
賜
べ
や
人
々
よ
。

両
例
と
も
、
『
百
万
物
語
』
の
文
辞
や
舞

（第
二
節

〈
表
Ⅱ
〉
参
照
）
が
謡
曲

「百
万
」
に
依
拠
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
『花
子
も
の
ぐ
る
ひ
』
の
方
は
、

謡
曲

「
班
女
」
の
中
に
依
拠
し
た
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

な
い
。
よ
っ
て
、
『花
子
も
の
ぐ
る
ひ
』
の
右
の
件
り
は
、
直
接

『
百
万
物
語
』

に
拠

っ
て
記
さ
れ
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た

『
謡
抄

（班
女
こ

の
利
用
事
実
も
、　
そ
う
し
た
関
係
を
裏
付
け
る
傍

証
と
な
ろ
う
。
班
女
に
つ
い
て
説
明
を
行
な
っ
た
件
り
が
そ
れ
に
当
る
。
次
に

そ
の
一
部
を
引
く
。

一̈〔̈］‐こ用の軸一］中粋薇』。一『］っ一レテ箱一［一一義一中̈。

両
篇
の
作
者
が
同

一
人
物
で
あ
っ
た
か
否
か
に
よ
り
、
多
少
事
情
は
異
な
っ

て
く
る
も
の
の
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
新
刊
の
草
子
を
手
元
に
置
き
、
そ
れ
を
参

照
し
つ
つ
次
作
の
執
筆
に
励
む
作
者
の
姿
を
、
こ
こ
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。

梅

蓼

「六

鶴

藁

距

瀞

輻

酬

耀

げ

測
鍵

呻
軍

醐
利
は

雲
置

（万
治
三
年
五
月
刊
）
と
の
関
係
か
ら
し
て
、

）こ
の
両
篇
の
成
立
を
め
ぐ

っ
て
、
完
結
し
た

一
篇
の
作
品
を
分
割
し
た
結
果
両
篇
が
生
じ
た
と
か
、
同

一

者
の
手
に
よ
り

一
連
の
作
品
と
し
て
両
篇
が
制
作
さ
れ
た
と
か
い
う
経
緯
を
想

定
す
る
こ
と
は
、
不
可
能
に
近
く
、
少
な
く
と
も
草
子
の
制
作
と
い
う
レ
ベ
ル

に
お
い
て
は
、
両
篇
は
個
別
に
制
作
さ
れ
た
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

ま
た
作
法
の
面
で
も
両
篇
の
相
違
は
甚
し
い
。
ま
ず
筋
立
て
の
面
に
つ
い
て

言
う
と
、
本
作
の
筋
が
前
述
の
如
く
、
謡
曲
の
内
容
を
そ
の
ま
ま
敷
街
し
た
体

の
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
『角
田
川
物
語
』
の
方
に
は
、
謡
由
の
内
容
を

そ
の
一
部
に
抱
え
込
む
形
の
、
よ
り
複
雑
で
壮
大
な
物
語
の
筋
が
仕
組
ま
れ
て

一
』
だ
数

作 ‐こ
―こ 手

嗽
¨
師
¨
弗
ぽ
硼
″
漱
、
口
辞
嚇
和

一 文
妍
巌
噸
櫂
】
曜
嘲
け
機

。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
作
冒
頭
近
く
と
末
尾
部
分
と
に
限
っ
て
は
、

『角
田
川
物
語
』
独
自
の
内
容
と
交
渉
を
持
つ
叙
述
が
見
え
て
い
る
。
ま
ず
冒

頭
近
く
に
、（冒『嘲綺はっ麻膨̈

けの御宇　一　こゝ
『―こ角『剌動臨十三世。堀川

『花
子
も
の
ぐ
る
ひ
』

（班
女
は
）
又
は
我
身
を
扇
に
警

へ
て
。
恨
の
歌
を
作
る
と
か
や
。

夫
れ
扇
は
。
寵
愛
を
得
る
時
は
。

君
の
懐
に
抱
か
れ
。
袖
の
内
に
出

入
す
る
と
雖
も
。
秋
風
そ
よ
と
吹

『百
万
物
語
』

狂
女
此
由
聞
く
よ
り
も
。
嬉
し
き

人
の
こ
と
ば
か
な
。
そ
れ
に
つ
け

て
も
、身
を
砕
き
。法
楽
の
舞
を
舞

ふ
べ
き
な
り
。
囃
し
て
た
べ
や
人

／
ヽ
と
て
。
一扇
を
蒻
し
声
を
あ
げ
。

（舞
―
清
涼
寺
か
ら
の
眺
望
）

『謡
抄
』

（班
女
ハ
）
我
身
ヱ
扇
二
警
ヘ
テ
。

怨
歌
行
ヲ
作
テ
。
成
帝
ヲ
恨
申
タ

ル
コ
ト
有
。
夫
ヱ
扇
ハ
、
寵
愛
ヲ

得
ル
時
ハ
。
君
ノ
懐
二
抱
カ
レ
。

袖
ノ
間
に
出
入
ス
ル
ト
雖
モ
、
秋



”̈一一中［一『っ聾韓「肇。一　̈て‐こ□『̈刹一日宇い一』一『『一。

（議帥
「阿瞳肝」
欄北自河．請回̈
妙将

と
あ
り
、
そ
し
て
末
尾
部
分
に
は
次
の
如
く
あ
る
。

公
達
二
人
出
き
給
ふ
。
兄
は
梅
若
丸
。
弟
を
松
若
丸
と
ぞ
申
け
る
。
富
貴

万
福
と
栄
へ
つ
ゝ
。
尽
き
せ
ぬ
宿
こ
そ
目
出
度
け
れ

（寄軸田「脚州訓」　帥精勧一松若丸

伝
承
や

『角
田
川
物
語
』
等
の
影
響
に
よ
り
、
本
作
刊
行
時
に
は
既
に
、
謡
曲

』
嘲
嗽
け
¨

‐こ 世
碧
崚

容
「

硼
州
剛
一
¨
郡
期
摯
¨
疑
観
「
杜
鶴
脚
役
朔
』
湖
跡
い

、

に
乗
じ
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
か
の

『角
田
川
物
語
』
の
前

篇
だ
と
言
い
張
る
が
如
き
右
の
記
事
に
、
作
者
の
商
魂
の
遅
し
さ
を
感
ぜ
ず
に

は
お
ら
れ
な
い
。

以
上
の
如
く
本
作
は
、
先
行
作
の
跡
追
に
執
心
す
る
作
者
の
姿
を
見
て
取
る

に
は
、
格
好
の
資
料
だ
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
事
例
を
見

る
に
、
や
は
り
こ
れ
ら
の
草
子
の
作
者
に
は
、
出
版
業
者
あ
る
い
は
そ
の
事
業

に
精
通
し
た
協
力
者
ら
を
想
定
し
て
お
く
の
が
、
妥
当
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

浜
田
啓
介
氏
は

「本
朝
女
鑑
の
虚
構
」
翁
国
語
国
文
』
第
５５
巻
、
第
７
・
８

号
、
昭
和
６．
年
）
の
中
で
、
こ
の
草
子
群
に
注
目
さ
れ
、
「
そ
も
そ
も
、
「出
版

の
た
め
の
謡
由
の
読
物
化
」
を
進
め
、
或
は
直
接
そ
の
作
品
を
作

っ
た
の
は
、

草
子
屋
で
あ
っ
た
ろ
う
。　
そ
う
し
て
彼
等
は
、
「
出
版
の
た
め
」
に
す
る
以
前

に
、
「
写
本
の
た
め
」
に
謡
由
の
読
物
化
を
既
に
行
な
っ
て
来
て
い
た
、　
と
私

は
見
る
。
謡
曲
を
お
伽
草
子
に
し
た
作
品
が
、
写
本
の
草
子
屋
に
よ
っ
て
行
な

わ
れ
、
そ
の
ま
ま
刊
行
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
草
子
屋
自
体
も
写
本
の
本
屋
か

ら
刊
行
の
本
屋
に
移
行
し
、
造
本
の
営
為
を
移
行
さ
せ
て
行

っ
た
と
考
え
る
の

で
あ
る
。」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
首
肯
す
べ
き
御
説
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
私
が
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
こ
の
草
子
群
か
ら

は
同
時
に
、
も
う

一
つ
の
重
要
な
事
実
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は

板
元
ら
の
行
為
の
内
実
に
関
す
る
事
実
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
出
自
の
問
題
は

さ
て
措
き
、
あ
の
よ
う
に
同
趣
の
草
子
を
続
け
ざ
ま
に
刊
行
せ
し
め
た
彼
ら
の

行
為
の
内
実
は
、
企
画

。
作
法
い
ず
れ
の
面
を
と
っ
て
も
、
既
に
草
子
屋
的
な

仕
事
の
側
に
は
な
く
、
出
版
業
者
個
有
の
性
格
を
帯
び
た
仕
事
の
側
に
確
実
に

半
歩
か
ら

一
、
二
歩
踏
み
込
ん
だ
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と
、
断
言
し
得
る
の
で
あ

２つ
。

五

は
じ
め
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
万
治
頃
の
一
般
的
な
小
説
制
作
事
情
を
解
明

す
る
こ
と
が
、本
稿
の
目
的
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
た
め
に

『道
成
寺
物
語
』

『
百
万
物
語
』
を
取
り
上
げ
、
当
時
の
典
型
的
な
小
説
作
法
を
示
し
て
き
た
。

こ
れ
が
典
型
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
同
時
期
に
刊
行
さ

れ
た
、
謡
曲
種
以
外
の
草
子
の
中
に
も
、
同
工
の
作
法
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に

よ
り
証
さ
れ
る
。
以
下
、
そ
の
頭
著
な
事
例
を
三
つ
ほ
ど
紹
介
す
る
。

ま
ず

『薄
雲
恋
物
語
』
二
冊

（万
治
二
年
正
月
刊
）。　
こ
れ
は
、
薄
雲
の
前

と
い
う
名
の
室
津
の
女
が
都
の
貴
公
子
桜
の
宮
に
一
日
惚
れ
し
、
末
に
は
想
い

を
遂
げ
る
と
い
う
内
容
の
恋
愛
小
説
で
あ
る
が
、
下
冊
の
大
部
分
を
占
め
て
長

々
と
、
『薄
雪
物
語
』
風
の
艶
書
、　
こ
と
ば
の
や
り
と
り
が
綴
ら
れ
て
い
る
。



次
に

『竹
斎
』
の
追
随
作

『竹
斎
狂
歌
物
語
』
三
冊

（万
治
頃
刊
）。　
江
戸

で
も
不
遇
で
あ
っ
た
竹
斎
が
そ
の
生
活
を
清
算
し
、
帰
京
す
る
と
い
う
内
容
の

小
説
で
あ
る
。
本
の
冊
数
に
合
わ
せ
て
整
然
と
し
た
構
成
が
と
ら
れ
て
お
り
、

取
り
分
け
下
冊
で
は
、
「竹
斎
都
へ
上
る
事
付
道
中
紀
行
」

な
る
題
の
下
、　
一

冊
わ
群
睦
膨
¨
師
馴
い
緻
ｒ
河
硼
薇
叩
勧

『 の
謝
新
い
調
」
「
旧
“
膨
ド

・
寛
文

頃
刊
）。

是
楽
の
主
人
、　
山
本
友
名
の
恋
愛
事
件
を
軸
と
す
る
小
説
で
あ
り
、

こ
れ
も
ま
た
本
の
冊
数
に
合
わ
せ
て
整
然
と
し
た
構
成
が
と
ら
れ
て
い
る
。
う

ち
上
冊
の
三
分
の
二
程
度
を
占
め
て
、
「
第
五
、　
友
名
湯
治
の
事
付
道
く
た
り

狂
歌
」
な
る
題
の
下
、
『竹
斎
狂
歌
物
語
』
下
冊
と
同
趣
の
記
事
が
綴
ら
れ
、

ま
た
中
冊
を
ほ
ぼ
残
ら
ず
用
い
て
、
是
楽
の
語
る
楊
貴
妃
、
陶
朱
公
の
二
話
が

載
せ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
本
作
上
冊
に
は

『京
童
』
の
影
響
の
あ
る
こ
と
も
指

摘
さ
れ
て
唾
犯
。

右
に
紹
介
し
た
事
例
は
従
来
よ
り
よ
く
知
ら
れ
た
も
の
ば
か
り
で
あ
る
が
、

第
二
、
三
節
で
述
べ
た

『
道
成
寺
物
語
』
『
百
万
物
語
』
の
作
法
と
並
べ
て
み

る
時
、
こ
れ
ら
万
治
頃
に
刊
行
さ
れ
た
草
子
数
篇
の
間
に
、
あ
る
程
度
共
通
し

た
作
法
の
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
特
徴
を
ま
と
め
る
と
次
の
如
く

で
あ
る
。

①
刊
行
物
の
売
れ
行
き
状
況
を
眺
め
、
読
者
の
嗜
好
を
分
析
し
つ
つ
、
叙
述

内
容
を
決
定
す
る
。

②
刊
行
予
定
の
書
物
の
形
態

（冊
数
）
に
合
わ
せ
、
ま
た
は
そ
の
形
態
を
能

動
的
に
利
用
す
る
形
で
、　
一
篇
の
構
想
を
立
て
る
。

当
時
の
草
子
が
全
て
、
こ
う
し
た
方
法
で
作
ら
れ
て
い
た
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
。
し
か
し
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
こ
の
作
法
が
か
な
り
広
い
範
囲
に
お
い

て
実
践
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
動
か
し
難
い
事
実
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
こ
と

は
取
り
も
直
さ
ず
、
近
世
小
説
の
制
作
現
場
に
お
い
て
後
々
ま
で
継
承
さ
れ
て

ゆ
く
こ
と
に
な
る
小
説
作
法
の
基
礎
が
、
こ
の
万
治
前
後
の
時
期
に
確
立
さ
れ

た
こ
と
を
、
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

明
暦

・
万
治
期
を
境
と
し
て
、
出
版
業
界
を
母
体
と
す
る
、
こ
れ
ま
で
に
な

い
新
し
い
型
の
文
芸
活
動
が
立
ち
現
わ
れ
、
本
格
化
し
て
ゆ
く
。
そ
う
し
た
流

れ
の
中
、
小
説
と
い
う
分
野
に
も
新
し
い
制
作
の
場
が
現
わ
れ
、
出
版
事
業
の

求
め
る
条
件
に
適
合
し
た
小
説
作
り
の
仕
事
が
本
格
的
に
始
ま

っ
た
の
で
あ
る
。

∧
注
∨

（
１
）

『日
本
文
学
新
史

・
近
世
』
第

一
章
、
啓
蒙
時
代
の
詩
と
真
実

（渡
辺
守
邦
氏
）

参
照
。

（
２
）

こ
の
ほ
か
同
趣
の
作
に

『藍
染
川
』
（刊
年
不
詳
）
が
あ
る
。
但
し
同
作
の
名

は
工
Ｆ
板

昴
書
籍
目
録
』
（
延
宝
三
年
刊
）、
京
板

『凛
広
益
書
籍
日
録
』
（貞
享
二

年
刊
）
ま
で
見
え
ず
、
本
論
の
中
で
書
名
を
挙
け
た
作
品
よ
り
や
や
遅
れ
て
刊
行
さ

れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
な
お
同
名
の
絵
巻
と
は
無
関
係
で
あ
る
。

（
３
）

観
世
流
で
は
近
世
初
期
ま
で
都
の
男
が
登
場
し
、
こ
の
役
を
担
当
し
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。
日
本
古
典
文
学
大
系

『謡
山
集
上
』
参
照
。

（
４
）

藤
井
隆
氏

『未
刊
御
伽
草
子
集
と
研
究
①
』
、
横
山
重
氏
、
信
多
純
一
氏

『説

経
正
本
集

・
第
一一画
附
録
解
題
参
照
。

（
５
）

注
（
４
）
の
う
ち
信
多
氏
の
解
題
参
照
。

（
６
）

注
（
４
）
に
同
じ
。

（
７
）

菊
池
真
一
氏

「『是
楽
物
語
』
論
」
∩
国
語
と
国
文
学
』
昭
和
５５
年
８
月
号
）

（
８
）

前
芝
憲
一
氏

「『是
楽
物
雲
置

の
構
造
」
合
論
究
日
本
文
学
』
第

４８
号
、
昭
和

∞
年
）

付

記

本
稿
は
、
昭
和
６２
年
度
日
本
近
世
文
学
会
秋
季
大
会
に
お
け
る
日
頭
発
表
を
も
と
に

ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
、
貴
重
な
御
意
見
を
賜
っ
た
諸
先
生
に
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
１
大
阪
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
―
―


